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1. 概要

非言語による情報授受の研究の一環として、文書を画像として読み取り、 レイ

アウト構造さ ら に は 論 理 構 造 を 認 識・理解する研究を行なっている。

従来の文書 画像理解の研究においては、研究施設環境の制約のために大量の文

書 画像を用い た レ イ ア ウ ト の 解 析 、大量データによる処理手法の検証などは行な

わ れていなか っ た 。 昨 今 の ハ ー ドウエア環境の状況は、大量データの容易な取扱

，,； を可能としている。

':・ 
I 

大量データを使用し、 リレーショ ナ ル デ ー ク ベ ー ス シ ス テ ム を 利 用 し て 効 率的

に解析、実験 、 検 討 が 行 え る 環 境をつくることを目的として、文書画像データベ

ース絹集フ゜ログラムを作成した。

本システムは、文書画像データをドラムスキャナ装置から入力して、 その画像

デークを補正し、 レイアウト構造を抽出して、 リレーショナルデークベースに登

録するシステ ム で あ る 。

オペレータ の 介 在 に よ り 、 文 書 画像上で一様な意味を持つ領域を指示し、 その

領 域に属性ラベルを付加することができる。

このシステムでは、画像データの 入力を VAX/VMS上で行ない、画像デー

夕補正とレイアウト情報抽出、並びにデータベース登録を SUN/UNIX4. 

2BSD/3. 2EXPORT上で行なう。

現在、本システムは、科学技術諭文タイトルページの画像データベースシステ

ムとして使用しており、以下では論文レイアウトデータベース絹集プログラムと

呼ぶ。

本報告では、論文レイアウトデータベース編集フ゜ログラムの概要及び機能につ

いての記述を行なう。

システムの イ ン ス ト ー ル 、 使 用 方法の詳細については、 以下の関連資料を参照

のこと。

関連資料： VAX/VMSドラムスキャナ画像入カプログラム DCSマニュアル

理経光ディスク装置ファイルシステム VER2.1 0S301-1-0Mマニュアル

論文レイアウト情報 抽 出 用 ユ ー テ ィ リ テ ィ プ ロ グ ラ ム マ ニ ュ ア ル

論文レイアウトデータベース編集フ゜ログラムマニュアル
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2 . ハードウェア様成
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3. ソ フ トウェア探成

DCS System Optical Disk File System VAX/Layout System 

VAX/VMS 

↑● L
●
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※本仕様書で記述
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4. データフロー
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rasf i I ter8tol 
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a yd an a y d a n 
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5. ファイル構造

論文レイアウトデータベース編集、ンステムで用いるファイル種別は、大別して以下

の5種類になる。

(1)画像 デ ー タ フ ァ イ ル

(2) ラベル矩形ファイル

(3)文字列矩 形 フ ァ イ ル

(4) モデル矩形ファイル

(5)抽出デー タ フ ァ イ ル
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5 -1. 画像データファイル

このファイルは、 VAX上と SUN上では、異なる形式をしている。 （大きな違い

は、画像幅などを記録するヘッダ部が VAX上では分離しているのに対し、 SUN上

では同じファイルの先頭に持つ事である。また、赤、緑、青の各色画像データを、 V

AX上では違うファイルに持つのに対し、 SUN上では同じファイルに持つ。）

（データ形式］

バイナリデータ

［関連ファイル】

・*・img- 2 0画素/mmの濃涙画像（ドラムスキャナから入力）

参照） DCS機能仕様書

・*.tmpl - 5画素 /mmの濃淡画像 (imgから生成）

参照） IDR機能仕様書

・*・tmpZ - SUN 3用の濃談画像 (tmp1から生成）

参照） IDH機能仕様書

・*・tmp3 - 2値画像 (tmp2から生成）

参照） /usr/include/rasterf i le. h 

・丸 tmp4一傾き補正済の 2値画像 (tmp3から生成）

参照） /usr/include/rasterf i le. h 

- 16 -



5 -2. ラベル矩形ファイル

このファイルは、 8連結ラベリングを行った結果の矩形であり、そのほとんどが文

字に等しい。従って、文字が集まって出来る文字列へのポインタを持っている。

これらのファイルは、最終的にリレーショナルデータベース CORACLE)内の

テーブルにする。

［データ形式】

アスキーデータ

【関連ファイル】

・*・I b I - 8連結ラベル矩形 (tmp4から生成）

•*.lblstr ー文字列番号付 8 連結ラベル矩形 (I b Iから生成）

• *. lbltbl ーデータベース用 8連結ラベル矩形 (lblstrから生成）

• COMPONENTーデータベース内ラベル矩形テーブル (lbl t blから生成）
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5 -3. 文字列矩形ファイル

このファイルのデータは、文字が集まって出来た矩形データであり、そのほとんど

が文字列に等しい。

これらの文字列に等しい矩形データは、文字列が集まって出来る段組矩形データへ

のポインタを持っている。更に、モデル矩形データヘのポインタも持っている。

また、以前は人手で入力したファイルも使っていたが、この旧ファイルも同じ構造

を持っている。

これらのファイルは、最終的にリレーショナルデータベース (ORACLE)内の

テーブルにする。

［データ形式］

アスキーデータ

【関連ファイル】

・丸 strー文字列矩形 (Ib Iから生成）

・*.strdan

~
 

d

b

 

m

t

 

r

r

 

t

t

 

s

s
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＊
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．
 
• GYO_ INFOーデータベース内文字列矩形テーブル (strtblから生成）

・丸 oldー旧文字列矩形 (tmp4を用いて手入力）

'*.olddan一 段組番号付旧文字列矩形 (oIdから生成）

d

b

 

m

t

 

d

d

 

0

0

 

0

0

 

＊

＊

 

．
．
 

段組番号付文字列矩形 (strから生成）

ノード番号付文字列矩形 (strdanから生成）

データベース用文字列矩形 (strmdlから生成）

ノード番号付旧文字列矩形 (olddanから生成）

データベース用旧文字列矩形 (oldmdlから生成）

・GYO_ I NFO_BAKーデータベース内旧文字列矩形テープル (oldtblから生成）
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5 -4. モデル矩形ファイル

このファイルは、人手で入力されたモデル矩形である。また、以前は複数のファイ

ルを用いて木構造を表現していたが、今は、木構造の末端だけを使っている。

これらのファイルは、骰終的にリレーショナルデータベース (ORACLE)内の

テーブルにする。

［データ形式】

アスキーデータ

［関連ファイル】

• *・m d lーモデル矩形 (tmp4を用いて手入力）

• *.mdlstrー文字列矩形のノード番号付モデル矩形 (mdlから生成）

• *.mdlstrdan 一段組済モデル矩形 (mdlstrから生成）

• *.mdlstrtbl ー データベース用モデル矩形 (mdlstrdanから生成）

• MODEL_ INFOーデータベース内モデル矩形テープル (mdlstrtblから生成）

• *.mdloldー 旧文字列矩形のノード番号付モデル矩形 (mdlから生成）

• *.mdlolddan 一 段 組 済 モ デ ル 矩 形 (mdloldから生成）

• *.mdloldtbl ーデータベース用モデル矩形 (mdlolddanから生成）

• MODEL_MAN_ INFO データベース内モデル矩形テーブル (mdloldtblから生成）
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5 -5. 抽出データファイル

段組矩形ファイルは、文字列矩形ファイル、及びモデル矩形ファイルを用いて生成

する。

評価用ファイルは、データベース内文字列矩形テーブルを用いて生成する。

これらのファイルは、長終的にリレーショナルデータベース CORACLE)内の

テープルにする。

［データ形式】

アスキーデータ

【関連ファイル］

•*.danstr 一段組矩形 (st rから生成）

・*.danstrtbl ーデータベース用段組矩形 (danstrから生成）

• DANGUM I_ INFOーデータベース内段組矩形テーブル (danstrtblから生成）

•*.danold 一段組矩形 (o Idから生成）

• *.danoldtbl ーデータベース用段組矩形 (danoldから生成）

•*.danmdlstr 一段組矩形 (mdlstr から生成）

• *.danmdlstrtbl ーデータベース用段組矩形 (danmdlstrから生成）

• *.danmdlold一段組矩形 (mdloldから生成）

• *.danmdloldtbl ーデータベース用段組矩形 (danmdloldから生成）

• *.evltbl ー評価用データ

。EVAL_TABLEーデータベーフ、内評価用データテーブル (evltblから生成）
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6. 機能

論文レイアウト情報抽出システムは、以下の機能を持つ。

また、各機能は，単体で個別に動作する。

(1)スキャナ装置通信システム (VAX/DCS)

ドラムスキャナから文書画像を入力する。

これは、スキャナ装置通信、ンステムを用いる。

(2)光ディスク装置ファイルシステム CLDCOPY)

入力した文書画像を、光ディスクヘコピーする。

これは、光ディスク装置ファイルシステムのファイルコピー機能を用いる。

(3)画像データ縮小機能 CIDR) 

磁気ディスク上にある文書画像を、 1/4に縮小する。

これは、 VAX側レイアウト情報抽出システムの画像データ縮小機能を用いる。

(4)画像フォーマット変換機能 (IDH) 

縮小した画像を、 SUN3用にフォーマット変換する。

これは、 VAX側レイアウト情報抽出ヽンステムのフォーマット変換機能を用いる。

(5) ファイル転送 (FTP)

変換した画像を、 SUN3/260ヘファイル転送する。

これは、 IP/TCP、ンステムのファイル転送を用いる。

-21 -



(6)画像 2値化コマンド (rasfilter8tol) 

転送した画像を、 2値画像に変換する

これは、 SUN3/260の画像 2値化コマンドを用いる。

(7) テープ記録コマンド (ta r) 

補正した画像を、カートリッジテープに記録する。

これは、 SUN3/260のテープ記録コマンドを用いる。

(8) リレーショナルデータベース操作言語 (sqlplus)

各データベース登録用データを、データベースに登録する。

これは、 SUN3/260のリレーショナルデータベース操作言語を用いる。

注： (1) から (8) までの機能は、外部システムが持つ機能である。これらについて

の詳細は、各システムの機能仕様書を参照する事。
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(9)横書き文書画像傾き補正機能 (skewnl)

変換した画像の傾きを補正する。

(1 0) ラベル矩形機能 (lblrec)

補正した画像に、連結成分のラベル付けをして、 ラベル矩形を得る。

C 1 1) レイアウト矩形編集機能 (layout)

補正した画像を表示し、 モデル矩形と旧文字列矩形の生成、並びに編集を行う。

(1 2)文字情報付与機能 (laychr)

一時的にラベル矩形を生成し、文字列矩形に文字情報を付与する。

(1 3)文字列矩形生成機能 (laystr) 

ラベル矩形から、文字列矩形を生成する。 （文字情報付与機能も含んでいる）

C 1 4)ノード番号付与機能 (laynum)

モデル矩形と （旧）文字列矩形に、 ノード番号を付ける。

C 1 5)段組矩形生成機能 (laydan)

モデル矩形と （旧）文字列矩形から、段組矩形を生成する。
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(1 6) ラベル矩形フォーマット変換機能 (Ibltodb)

文字列矩形生成済のラベル矩形を、データベース登録用に変換する。

(1 7)文字列矩形フォーマット変換機能 (strtodb)

ノード番号付の（旧）文字列矩形を、データベース登録用に変換する。

(1 8)モデル矩形フォーマット変換機能 (mdltodb)

ノード番号付のモデル矩形を、データベース登録用に変換する。

(1 9)段組矩形フォーマット変換機能 (dantodb)

各段組矩形を、データベース登録用に変換する。

C 2 0)評価データ算出機能 (dbtoeval)

データベース内文字列矩形テーブルから、評価データを算出する。
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6 -1. 横書き文書画像傾き補正機能

横書き文書画像傾き補正機能は、標準入力から画像データを入力し、標準出力に画

像データ出力するフィルタである。

入力と出力のファイルの形式は、 SUN3標準のカラーマップなし 2値画像ファイ

ルでなければならない。

傾きを補正するには、以下の方法を使う。

C 1) 8連結ラベル付けを行う

C 2) 8連結ラベル矩形の下辺を Y軸方向に角度を変えて投射する

(3)骰も尖鋭になる角度を見付ける

(4)最も尖鋭になる角度にアフィン変換をする
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骰も尖鋭になるとは、以下の状態を指す。

※尖鋭ではない

下辺幅の累計

↓ ／＼ 

／ ＼ 

← ／ i ＼ 

← ／ h ＼ 

← ／ f g r ＼ 

← ／ e pq ＼ 

← ／ cd 

゜
z ＼ 

← ＼ ab mn y ＼ 

← ＼ WX ， ＼ 

← ＼ j k V 78 ／ 

← ＼ tu 6 ／ 

← ＼ s 45 ／ 

← ＼ 3 ／ 

← ＼ 12 ／ 

＼ ／ 

＼／ 

※尖鋭である

下辺幅の累計
↓ 

← abcde fg hi 

← jk lrnno pqr 

← s tuv wx yz 

，
 

8
 

7
 

6
 

5
 

‘
 

＇＞ き大が

口
差の

↑

後

前↑
 ロ
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（プログラム名 J

skewnl ー横書き文書画像の傾きを補正する（傾き補正プログラム）

［ハードウェア J

・SUN3/260C 

［ソフトウェア）

・Sun/JNIX4. ZBSD/3. 2EXPORT 

・C言詰

・FORTRAN(SPIDER-IのAFIN3とTRMTを使用）

（データフロー］

磁気ディフ、ク

2値画像

ファイル

傾き補正

プログラム

磁気ディスク

補正 2値画像

ファイ）レ

-27 -



［構文］

skewnl 

（詳細］

skewnlは、標準入力から横書き文書画像データを読みこんで、横書き文書画

像データの傾きを補正する。そして、補正済横書き文書画像データを標準出力に出力

する。

［制限】

ファイルの形式は、 SUN3標準のカラーマップなし 2値画像ファイルでなければ

ならない。 （参照： /usr/include/rasterfile.h) 

［関連ファイル）

・丸 tmp3ー文書 2値画像ファイル

・丸 tmp4ー補正済文書 2値画像ファイル

［参照］

•rasfilter8tol- 8ビット画像ファイルを 1ビットに変換 CSU N  3マニュアル）

• lblrecーラ、ベル矩形プログラム（論文レイアウト抽出システム）

• 1 ayoutー矩形データ作成支援プログラム（論文レイアウト抽出ヽンステム）
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6 -2. ラベル矩形機能

ラベル矩形機能は、標準入力から横書き文書画像データを入力し、標準出力に画像

データ連結成分のラベル矩形データを出力するフィルタである。

ラベル付けの方法は、下記の＊を現在位置として、四角で囲まれた部分にある黒画

素を同じラベルで連結していく。これを矢印の方向に進める。 （もし、画像の右端に

たどりついたら、現在位置を 1画素下の画像の左端に移す。）

□ -+ 

ラベル矩形とは、同じラベルで連結された黒画素を囲む長小の矩形を指す。

-29 -



［プログラム名）

lblrec - 2値画像にラベル付けをしてラベル矩形を褥る（ラベル矩形プログラム）

［ハードウェア］

・SUN3/260C 

［ソフトウェア］

・Sun/JNIX4. 2BSD/3. 2EXPORT 

・C言語

［データフロー）

磁気ディスク

2値画像

ファイル

ラ ベ ル 矩 形

プログラム

磁気ディスク

ラベル矩形

ファイル
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［構文】

lblrec 

【詳細］

1 b 1 r e cは、標準入力から画像データを読みこんで、画像データの連結成分の

ラベル付けをする。そして、得られたラベル矩形を標準出力に出力する。

【制限］

ファイルの形式は、 SUN3標準のカラーマップなし 2値画像ファイルでなければ

ならない。 （参照： /usr/include/rasterfile.h) 

【関連ファイル】

• *・tmp4ー補正済文書 2値画像ファイル

• *・lb l 8連結ラベル矩形ファイル

（参照］

• rasfilter8tol - 8ビット画像ファイルを 1ビットに変換 CSUN  3マニュアル）

• laystrー文字列矩形生成プログラム（論文レイアウト抽出ヽンステム）
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6 -3. レイアウト矩形編集機能

画像ファイルの画像を SUNTOOL上のウィンドウに表示する。この上でマウス

を用いて矩形の座標の指示を行い、矩形データを配列上に記憶する。なお、この時に

指示どおり一つの矩形を得るモードと、自動的に分割し複数の矩形を得るモードを用

意する。

※一つの矩形を得る ※複数の矩形を得る

十

十

（十は、ユーザの指示）

また、記憶した矩形をマウスを用いて指示し、その座標値の表示と、付随データの

入力ならびに、その矩形の消去を出来るようにする。

最後に配列上の矩形データを矩形データファイルに書き込んで、後で作業を継続で

きるようにする。
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（プログラム名〕

layout 論 文 レ イ ア ウ ト デ ー ク作成を支援する（矩形データ作成支援プログラム）

［ハードウェア］

・SUN3/260C 

［ソフトウェア］

・Sun/JNIX4. 2BSD/3. 2EXPORT 

・C言語

［データフロー）

磁気ディスク

傾き補正済
2値画像ファイル

矩形データ作成

支援プログラム

磁気ディスク

モデル矩形（旧文字

列矩形）フ T イル
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［構文］

layout [-b] [-R] [-a〈いき値〉］ ［一11'〈ウィンドウ操作引数〉…］

〈SUN標準画像ファイル〉 ［〈矩形データファイル〉］

［引数］

-b…ブロックデータの編集（矩形データファイル名の後ろに 0から 3までの数値を

持つファイルに対して編集を行う）

-R …矩形データファイルの書き込みを不可能にする

-a ..。自動矩形入力時のいき値 (0から 25 5、省略値は 12 8) 

渭…フレームウィンドウに対する一般的な引数（参照： suntools(l)) 

［詳細］

SUN標準画像ファイルの画像を SUNTOOL上のウィンドウに表示する。この

上でマウスを用いて矩形の座標の指示を行い、矩形データを配列上に記憶する。

なお、この時に指示どおり一つの矩形を得るモードと、自動的に分割し複数の矩形

を得るモードを用意する。 （自動的に分割し複数の矩形を得るモードの時には与えた

いき値を用いる。）

また、記憶した矩形をマウスを用いて指示し、その座標値の表示と、付随データの

入力ならびに、その矩形の消去を出来るようにする。

最後に配列上の矩形データを矩形データファイルに書き込んで、後で作業を継続で

きるようにする。 （すなわち次回はこの矩形データファイルを読んでから始める。）

［関連ファイル】

・丸 tmp4一傾き補正済 2値画像ファイル

• *・md Iーモデル矩形ファイル

・丸 oldー旧文字列矩形ファイル

［参照］

l

m

 

n

u

 

w

n

 

e

y

 

k

a

 

s

l

 

．
．
 

傾き補正プログラム（論文レイアウト抽出ヽンステム）

番号付与プログラム（論文レイアウト抽出ヽンステム）

・I aydan一段組生成プログラム（論文レイアウト抽出システム）
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6 -4. 文字情報付与機能

横書き文書画像データの黒画素を連結し、 ラベル矩形を得る。

機能）但し、効率化の為に各文字列矩形内だけを走査する。

（参照：ラベル矩形

|ロロロロロロ← ラベル矩形 l← 
文字列矩形

Iロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ l

こうして得られたラベル矩形から、 ベースラインと文字サイズを得る。 ベースライ

ンは、 ラベル矩形の下辺幅の累計の一番大きい座標である。 また文字サイズは、

スラインとベースラインに下端が接しているラベル矩形の上端座標の骰小値との差で

ある。

↓
 

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン

一

↑

文

字

サ

イ

ズ

↓

．． ． ．．． 
• • ．．． 

．．． ．． ．． ．． ． ． 
••• 

• • .
 \• ．． 

．．．．．．． 

ベー

t 
下辺幅の累計
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（プログラム名）

laychr ー文字列矩形に文字情報を付与する（文字情幸い付与プログラム）

（ハードウェア J

・SUN3/260C 

［ソフトウェア］

•Sun/JNIX4. 2BSD/3. 2EXPORT 

・C言語

（データフロー］

文字情報付与
＊ 一

プロクフム

磁気ディフ、ク

文 字 列矩形

ファイ ル

氾気ディフ、ク

文 字 情 報 な し 文 字 列

矩形 7 ァイル
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【構文】

laychr 〈横書き文書画像ファイル〉

〈文字情報なし文字列矩形ファイル〉 〈文字列矩形ファイル〉

［詳細】

1 a y c h rは、一時的にラベル矩形データを生成し、文字列矩形ファイルに文字

情報を付与する。

この為に、画像データの連結成分のラベル付けをする。 （参照：ラベル矩形機能）そ

して、得られたラベル矩形からベースラインと文字サイズを得る。

【関連ファイル】

• *・tmp4ー補 正済文書 2値画像ファイル

・*・oId 1一文字情報なし旧文字列矩形ファイル

・*・oId ー旧文字列矩形ファイル

【参照）

t

n

 

u

a

 

o

d

 

y

y

 

a

a

 

．
．
 

矩形データ作成支援プログラム（論文レイアウト抽出ヽンステム）

段組生成プログラム（論文レイアウト抽出システム）
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6-5。文字列矩形生成機能

ラベル矩形ファイルをモデル矩形ファイルで区切られている範囲まで、横に連結す

る。横に連結されたものは、文字列としてまとめる。この時、この文字列の番号を連

結したラベル矩形に付ける。

← モデル矩形

Iロロロロロロ← ラベル矩形 I 
← 文字列矩形

Iロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ l
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----

（プログラム名 J

Jays tr ラベル矩形から文字列矩形を生成する（文字列矩形生威プログラム）

［ハードウェア］

・SUN3/260C 

（ソフトウェア J

•Sun/JNIX4. 2BSD/3. 2EXPORT 

・シェループログラム

•Sun Common Lisp (Version 2. 1. 1) 

［データフロー J

磁気ディスク

ラベル矩形

ファイル

磁気ディスク

文字 列 番 号 付 ラ ベ ル

矩形ファイル

文字列矩形生成
プログラム

"----- ----
磁気ディスク

モデル矩形

ファイル

磁気ディスク

文字列矩形

フ T イル
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（構文）

laystr 〈ラベル矩形ファイル〉 〈モデル矩形ファイル〉

〈文字列番号付ラベル矩形ファイル〉 ＜文字列矩形ファイル〉

（詳細］

1 a y s t rは、ラベル矩形データをモデル矩形データで区切られている範囲内で

横に連結する。

横に連結されたものは、文字列としてまとめて、文字列矩形ファイルとして出力す

る。さらに、ラベル矩形データには、この文字列の番号を付与する。

［関連ファイル】

~
~
 b

d

 

l

m

 
．． 

＊

＊

 

．
．
 

8連結ラベル矩形ファイル

モデル矩形ファイル

・丸 lbls trー文字列番号付 8連結ラベル矩形ファイル

・*.st rー文字 列矩形ファイル

［参照）

c

t

 

e

u

 

r

o

 

l

y

 

b

a

 ~ 

．
．
 

ラベル矩形プログラム（論文レイアウト抽出ヽンステム）

矩形データ作成支援プログラム（論文レイアウト抽出ヽンステム）

• lbltodbーラベル矩形ファイル変換プログラム（論文レイアウト抽出システム）

• I aydan 一段 組 生 成 プ ロ グ ラ ム （ 論 文 レイアウト抽出システム）
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6 -6. ノード番号付与機能

文字列矩形ファイルとモデル矩形ファイルを入力して木構造を生成する。そして、

この木構造の各ノードに対するノード番号を付ける。

同じレベルでのノード番号は、以下のようになる。 （つまり、左から右、上から下

の順になる。）

ー 2
 

3
 

4
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（プログラム名］

!aynum ーブ ロ ッ ク 木 様 造 に 諾 別 番号を付ける（番号付与プログラム）

［ハードウェア］

・SUN3/260C 

（ソフトウェア J

・Sun/JNIX4. 2BSD/3. 2EXPORT 

・シェループログラム

・Sun Common Lisp (Version 2. 1. 1) 

［デークフロー J

氾気ディフ、ク

段組番号付文字列

矩形ファイル

磁気ディスク

ノード番号付文字列

矩形 7 ァイ）レ

番号付与
プログラム

磁気ディスク

モデル矩形

ファイル

磁気ディスク

ノード舌号付モデル

矩形ファイル
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（構文］

laynum 〈段組番号付文字列矩形ファイル〉 〈モデル矩形ファイル〉

くノード番号付文字列矩形ファイル〉 〈ノード番号付モデル矩形ファイル〉

［詳細）

段組番号付文字列矩形ファイルから文字列矩形データを読み、モデル矩形ファイル

からモデル矩形データを読みこんで、本来のブロック木構造に戻す。

そして、このブロック木構造の各ノードに番号付けを施し、ノード番号付文字列矩

形ファイルとノード番号付モデル矩形ファイルを作る。

【関連ファイル】

・*.strdan一 段 組 番 号 付 文 字 列 矩 形 ファイル

・*.olddan 一段組番号付旧文字列矩形ファイル

• *・md lーモデル矩形ファイル

・*・strmdl ーノード番号付文字列矩形ファイル

・*.oldmdl ーノード番号付旧文字列矩形ファイル

• *.mdlstrー文字列矩形のノード番号付モデル矩形ファイル

（参照】

t

n

 

u

a

 

o

d

 

y

y

 

a

a

 
~
 

．． 

矩形データ作成支援プログラム（論文レイアウト抽出システム）

段組生成プログラム（論文レイアウト抽出ヽンステム）

• strtodbー文字列矩形ファイル変換プログラム（論文レイアウト抽出ヽンステム）
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6 -7. 段組矩形生成機能

矩形ファイルを入力し、縦方向に連結する。この時、 2つ以上の矩形にまたがる場

合は、そこで連結を止める。そして、全ての入力矩形を段組矩形で囲む。

入力矩形

入力矩形

入力矩形 l [ 入力矩形

-44 -

← 段組矩形

2つ以上の矩形に

← またがったので

連結を止めた



［プログラム名］

laydan 各種矩形ファイルから段組矩形ファイルを生成（段組生成プログラム）

（ハードウェア J

・SUN3/260C 

（ソフトウェア］

・Sun/JNIX4. 2BSD/3. 2EXPORT 

・シェルー プ ロ グ ラ ム

・Sun Common Lisp(Version 2.1.1) 

（デークフロー］

磁気ディスク

段組番号付

矩形ファイル

磁気ディ・スク

矩形

ファイル

段組生成． 
プロクラム

磁気ディスク

- 45 -

段組矩形

7 ァイル



［構文］

laydan 〈矩形ファイル〉 〈段組矩形ファイル〉 ＜段組番号付矩形ファイル〉

（詳細】

laydanは、矩形ファイルを入力して、各矩形を縦方向に連結する。この時、

2つ以上の矩形にまたがる場合は、そこで連結を止める。

連結した矩形は、段組矩形として出力する。

［関連ファイル）

・*・strー文字列矩形ファイル

・*.strdan一段 組 番 号 付 文 字 列 矩 形 ファイル

. *。 danstr 段組矩形ファイル

• *. o Idー旧文字列矩形ファイル

・*.olddan一段組番号付旧文字列矩形ファイル

•*.danold 一段組矩形ファイル

• *.mdlstrー 文字列矩形のノード番号付モデル矩形ファイル

• *.mdlstrdan一段組済モデル矩形ファイル

。*.danmdlstr一段組矩形ファイル

• *.mdloldー旧文字列矩形のノード番 号付モデル矩形ファイル

n

d

 

a

l

 

d

o

 

d

l

 

l

d

 

o

m

 

l

n

 

d

a

 

r

n

d

 

．
．
 

＊

＊

 

．
．
 

段組済モデル矩形ファイル

段組矩形ファイル

［参照）

r

t

m

 

t

u

u

 

s

o

n

 

y

y

y

 

a

a

a

 

~
~
 

．
．
．
 

文字列矩形生成プログラム（論文レイアウト抽出ヽンステム）

矩形データ作成支援プログラム（論文レイアウト抽出システム）

番号付与プログラム（論文レイアウト抽出ヽンステム）
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6 -8. ラベル矩形フォーマット変換機能

いくつかのラベル矩形ファイルをまとめて固定長に変換し、標準出力に出力する。

変換形式は以下の通り。

※入カファイル

＊ 

〈ラベル矩形ファイル〉 ：：＝ ｛〈行〉 〈改行文字〉｝

〈開括弧〉 〈左端座標〉 〈上端座標〉

〈右端座標〉 〈下端座標〉 〈閉括弧〉

〈矩形番号〉 〈文字列番号〉

〈改行文字〉 ：：＝ ｛ 

｝ 

〈行〉 : : = 

※出カファイル

バイト 1 13 23 33 43 53 

桁数 12 10 10 10 10 10 

意味 ファイル名 左端座標 上端座標 右端座標 下端座標 文字列番号

/

／

／

／

 

／

／

／

／

 

63 

改行文字
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［プログラム名］

lbltodb ーラベル矩形ファイルを DB登録用に変換する（ラベル矩形ファイル変換 7・

ログラム）

［ハードウェア］

・SUN3/260C 

（ソフトウェア］

・Sun/JNIX4. 2BSD/3. 2EXPORT 

・シェループログラム

［デークフロー］

磁気ディスク

ラベル矩形

7 ァイル

ラベル矩形フ T イ）レ

変換プログラム

---
磁気ディスク

DB用ラベル

矩形フ T ーイ）レ
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（構文］

lbltodb 〈ラベル矩形ファイル〉…

（詳細】

lbltodbは、いくつかのラベル矩形ファイルをまとめて固定長に変換し、標

準出力に出力する。

【関連ファイル）

r

l

 

t

b

 

s

t

 

b

b

 

．
．
 

＊

＊

 

．
．
 

文字列番号付 8連結ラベル矩形ファイル

データベース用 8連結ラベル矩形ファイル

［参照］

• laystrー文字列矩形生成プログラム（論文レイアウト抽出システム）

• sqlplusーリレーショナルデータベース操作言語 (ORACLEマニュアル）

・awkー パ タ ーン検索処理言語 (SUN3マニュアル）
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6 -9. 文字列矩形フォーマット変換機能

いくつかの文字列矩形ファイルをまとめて固定長に変換し、標準出力に出力する。

変換形式は以下の通り。

※入カファイル

｝ 

＊ 

〈文字列矩形ファイル〉 ：：＝ ｛〈行〉 〈改行文字〉｝

〈行〉 ：：＝ 〈開括弧〉 〈左端座標〉 〈上端座標〉

〈右端座標〉 〈下端座標〉 〈閉括弧〉

く縦棒〉 〈文字コード列〉 〈縦棒〉

〈文字サイズ〉 〈ベースライン座標〉 〈文字列番号〉

〈開括弧〉 〈ノードレベル〉 〈ノード番号〉 ＜閉括弧〉

〈段組矩形番号〉

〈改行文字〉 ：：＝ ｛ 

※出カファイル

バイト 1 13 23 33 43 

桁数 12 10 10 10 10 

値 ファイル名 文字列番号 左端座標 上端座標 右端座標

63 73 83 93 103 

10 10 10 10 

53 

10 

下端座標

10 

/／II/／／/ 

文字サイズ ベースライン座標 ノードレベル ノード番号 段組矩形番号

113 313 

zoo 1 

文字コード列 改行文字

-50 -
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［プログラム名］

strtodb 文字列矩形ファイルを DB登録用に変換する（文字列矩形ファイル変換フ・

ログラム）

［ハードウェア］

・SUN3/260C 

（ソフトウェア J

・Sun/JNIX4. 2BSD/3. 2EXPORT 

・シェループログラム

［データフロー）

磁気ディスク

文字列矩形

7 T イル

-—~ — 

文字列矩形 7 ァイル

変換プログラム

磁気ディフ、ク

DB用文字列
矩形ファイル
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［構文］

strtodb 〈文字列矩形ファイル〉…

（詳細］

s t r t o d bは、いくつかの文字列矩形ファイルをまとめて固定長に変換し、標

準出力に出力する。

（関連ファイル）

・*.strmdl ーノード番号付文字列矩形ファイル

b

d

b

 

t

m

t

 

r

d

d

 

t

l

l

 

s

o

o

 

,
 ．
．
 

＊

＊

＊

 

．
．
．
 

データベース用文字列矩形ファイル

ノード番号付旧文字列矩形ファイル

データベース用旧文字列矩形ファイル

（参照］

• laynum一番号付与プログラム（論文レイアウト抽出、ンステム）

• sqlplusーリ レ ー シ ョ ナ ル デ ー タ ベ ース操作言語 (ORACLEマニュアル）

• awkーパターン検索処理言語 CSUN  3マニュアル）
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6 -1 0. モデル矩形フォーマット変換機能

いくつかのモデル矩形ファイルをまとめて固定長に変換し、標準出力に出力する。

変換形式は以下の通り。

※入カファイル

〈モデル矩形ファイル〉 := 
＊ 

｛〈行〉 〈改行文字〉｝

〈行〉 ：：＝ 〈開括弧〉 〈左端座標〉 〈上端座標〉

〈右端座標〉 〈下端座標〉 〈閉括弧〉

〈ブロックタイプ名〉 〈開括弧〉 〈属性〉 〈閉括弧〉

〈開括弧〉 〈自番号〉 〈閉括弧〉 〈開括弧〉 〈親番号〉 〈閉括弧〉

〈平均文字サイズ〉 〈平均行ピッチ〉

く開括弧〉 〈全体インデント〉 〈閉括弧〉

〈開括弧〉 〈行インデント〉 〈閉括弧〉

. - { 〈改行文字〉

｝ 

※出カファイル

バイト 1 13 23 33 43 

桁数 12 10 10 10 10 

値 ファイル名 左端座標 上端座標 右端座標 下端座標

／

／

／

／

 

/／／／IIII 

53 63 73 83 

10 10 10 10 

自ノードレベル 自ノード番号 親ノードレベル 親ノード番号

/／／／ 

93 103 113 123 

16 10 10 1 

ブロックタイプ名 平均文字サイズ 平均行ピッチ 改行文字
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［プログラム名〕

mdltodb ーモデル矩形ファイルを DB登録用に変換する（モデル矩形ファイル変換プ

ログラム）

［ハードウェア］

・SUN3/260C 

［ソフトウェア］

•Sun/JNIX4. 2BSD/3. 2EXPORT 

・シェルー プログラム

［データフロー］

磁気ディフ、ク

モ デ ル 矩 形

ファイル

モデル矩形 7 ァイル

変換プログラム

磁気ディスク

DB用 モ デ ル

矩形フ T イル
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【構文】

mdltodb 〈モデル矩形ファイル〉…

【詳細】

mdltodbは、いくつかのモデ ル矩形ファイルをまとめて固定長に変換し、標

準出力に出力する。

（関連ファイル］

n

l

n

l

 

a

b

a

b

 

d

t

d

t

 

r

r

d

d

 

t

t

l

l

 

s

s

o

o

 

~
 

d

d

d

d

 

m

m

m

m

 

．

．

．

．

 

＊

＊

＊

＊

 

•••• 段組済モデル矩形ファイル

データベース用モデル矩形ファイル

段組済モデル矩形ファイル

データベース用モデル矩形ファイル

【参照］

• I aydan 一段組生成プログラム（論文レイアウト抽出システム）

・sqlplusーリレーショナルデータベース操作言語 (ORACLEマニュアル）

・aw kー パ タ ーン検索処理言語 (SUN3マニュアル）
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6 -1 1. 段組矩形フォーマット変換機能

いくつかの段組矩形ファイルをまとめて固定長に変換し、標準出力に出力する。

変換形式は以下の通り。

※入カファイル

＊
 〈段組矩形ファイル〉 ：：＝ ｛〈行〉 〈改行文字〉｝

〈行〉 : : = 

〈改行文字〉

｝ 

〈開括弧〉 〈左端座標〉 〈上端座標〉

〈右端座標〉 〈下端座標〉 〈閉括弧〉 〈段組番号〉

. - { 

※出カファイル

バイト 1 13 23 33 43 53 

桁数 12 10 10 10 10 10 

値 ファイル名 段組番号 左端座標 上端座標 右端座標 下端座標

/

／

／

／

 

/

／

／

／

 

63 

改行文字

-56 -



•"·· 

［プログラム名］

dantodb 段組矩形ファイルを DB登録用に変換する（段組矩形ファイル変換プログ

ラム）

（ハードウェア］

・SUN3/260C 

［ソフトウェア］

・Sun/JNIX4. 2BSD/3. 2EXPORT 

・シェルー プログラム

［デークフロー］

磁気ディスク

段組矩形

ファイル

段組矩形ファイル

変換プログラム

磁気ディスク

DB用段組
矩形ファイル
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（構文）

dantodb 〈段組矩形ファイル〉…

［詳細J

dantodbは、いくつかの段組矩形ファイルをまとめて固定長に変換し、標準

出力に出力する。

石

［関連ファイル］

•*.danstr 一段組矩形ファイル

• *.danstrtbl ーデータベース用段組矩形ファイル

•*.danold 一段組矩形ファイル

• *.danoldtbl ーデータベース用段組矩形ファイル

• *.danmdlstr一段組矩形ファイル

• *.danmdlstrtbl ーデータベース用段組矩形ファイル

・丸 mdlold一段組矩形ファイル

• *.danmdloldtbl ーデータベース用段組矩形ファイル

［参照］

• laydan 段組生成プログラム（論文レイアウト抽出システム）

• sqlplusーリレーショナルデータベース操作言語 CORACLEマニュアル）

• awkー パ ターン検索処理言語 CSUN 3マニュアル）
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6 -1 2. 評価データ算出機能

データベースの文字列矩形テーブルを取り出し、上下行を比較して文字サイズ差や

行ピッチ比を求める。

文字列矩形

文字列矩形

文字列矩形

t文字サイズ差
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（プログラム名 J

dbtoeval ー文字列矩形テープルの評価データを算出（評価データ算出プログラム）

［ハードウェア）

・SUN3/260C 

（ソフトウェア J

•Sun/JNIX4. 2BSD/3. 2EXPORT 

Pro* C 

［データフロー）

磁気ディスク

文字列矩形
テープル

---
評価データ算出

プログラム

磁気ディスク

評価用データ

ファイル
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（構文】

dbtoeval 

【詳細】

d b t o e v a 1は、データベースの文字列矩形テーブルを取り出し、上下行を比

較して文字サイズ差や行ピッチを求める。

（関連ファイル）

o

l

 

F

b

 

"
z
"
t
 

I
 

>
 

o

e

 

y

.

 

G

*

 

．
．
 

データベース内文字列矩形テープル

評価用データファイル

（参照］

• sqlplusーリレーショナルデータベース操作言語 (ORACLEマニュアル）

・pee - P r o * Cコンパイラ (ORACLEマニュアル）

-61 -



「付録」

データベース佑鉗 0)概要

[ l ]テープルー屁

JOU!IOU: 紙面の宵誌梢報 (eX • タイトル、 著者名）を記述した論理梢報

記述。検索、情報抽出システムが出力すべき情報である，9

MOD El、_INFO:ユーザが指示人 力 し た 紙 而 モ デ ルc 紙而 1.(J)論理情報を !Illむ

矩形をマウスにより指示した座標をモデル桁報構造化プロ

グ ラ ム が 処 理した結果。

MODEL_ATT: モデルの各矩形 に 対 し て 、 その矩形領域に含まれる論理‘情報

の｝属性の記述。

IJOU_DATA: モ デ ル 矩 形 と文字列矩形の対応が取れない呉常データの表 n

GYO_JNFO: 紙而の各文字列を罰む最小矩形）咆椋。 MODEL_INFOテープ）レ叶1

の対応する論理情報領域（論理プロックと呼ぶ）へのポイン

タを持つ。 さらに、 後述の段糾情報テーブル DANGUMI_JNFO中

の対応する段へのボインタも持つ。

COMPONENT: 紐面上の黒画素 8辿 結矩 形を 囲む 最小 矩形 の座 標 0 GYO_!NFO 

中の対応する文字列へのポインタを持つ。

DANGUMに IN F O : G Y O._ I N F 0中の各文字列から段糾抽出プログラムにより求め

た、 各段を囲む最小矩形座標。

EVAL_TABLE:DANGUMI_INFOの各段糾に含まれる文字列に対して、 上の文字

との文字サイズ差、 上下の文字列との行問陪の比を求めた

もの。
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[2 Iテープルのco1,umn一覧

データベースの詳細および使用例については、別途テクニカルレポート

「文書画像データペース説明書」にて記載する。

'JOUHOU' 

CN叫 E COLTYP WIDTH 

FILEN叫 E CHAR 12 

TITLE 1 CHAR 80 

TITLE2 CHAR 80 

TITLE3 CHAR 44 

ETITLE 1 CHAR 80 

ETITLE2 CHAR 80 

ETITLE3 CHAR 80 

ETITLE4 CHAR 60 

AUTHORl CHAR 40 

EAUTHOR1 CHAR 30 

SHOZOKUl CHAR 100 

CNAME COLTYP WIDTH 

ESHOZOKU1 CHAR 200 

AUTHOR2 CHAR 40 

EAUTHOR2 CHAR 30 

SHOZOKU2 CHAR 100 

ESHOZOKU2 CHAR 200 

AUTHOR3 CHAR 40 

EAUTHOR3 CHAR 30 

SHOZOKU3 CHAR 100 

ESHOZOKU3 CHAR 200 

AUTHOR4 CHAR 40 

EAUTHOR4 CHAR 30 

CNAME COLTYP WIDTH 

SHOZOKU4 CHAR 100 

ESHOZOKU4 CHAR 200 

AUTHOR5 CHAR 40 

EAUTHOR5 CHAR 30 

SHOZOKU5 CHAR 100 

ESHOZOKU5 CHAR 200 

AUTHOR6 CHAR 40 

EAUTHOR6 CHAR 30 

SHOZOKU6 CHAR 100 

ESHOZOKU6 CHAR 200 

AUTHOR7 CHAR 40 

CN叫 E COLTYP WIDTH 

EAUTHOR7 CHAR 30 

SHOZOKU7 CHAR 100 

ESHOZOKU7 CHAR 200 

AUTHORS CHAR 40 

EAUTHORB CHAR 30 

SHOZOKU8 CHAR 100 

ESHOZOKU8 CHAR 200 

AUTHOR9 CHAR 40 

EAUTHOR9 CHAR 30 

SHOZOKU9 CHAR 100 

ESHOZOKU9 CHAR 200 

CN叫 E COL TYP WIDTH 

AUTHOR10 CHAR 40 



EAUTHOR10 CHAR 30 

SHOZOKU10 CHAR 100 

ESHOZOKU10 CHAR 200 

MAGAZINE CHAR 60 

VOLUME CHAR 6 

GNUMBER CHAR 4 

PDATE CHAR 8 

LANGUAGE CHAR 2 

COUNTRY CHAR 3 

CHART CHAR 3 

CN叫 E COLTYP WIDTH 

THESIS CHAR 3 

KEYWORDl CHAR 50 

KEYWORD2 CHAR 50 

KEYWORD3 CHAR 50 

KEYWORD4 CHAR 50 

KEYWORD5 CHAR 50 

KEYWORD6 CHAR 50 

KEYWORD7 CHAR 50 

KEYWORDS CHAR 50 

KEYWORD9 CHAR 50 

KEYWORDlO CHAR 50 

CN俎 E COLTYP WIDTH 

EXCERPTl CHAR 80 

EXCERPT2 CHAR 80 

EXCERPT3 CHAR 80 

EXCERPT4 CHAR 80 

EXCERPT5 CHAR 80 

EXCERPT6 CHAR 80 

EXCERPT7 CHAR 80 

EXCERPTS CHAR 80 

EXCERPT9 CHAR 80 

EXCERPT10 CHAR 80 

EXCERPT11 CHAR 80 

CN叫 E COLTYP WIDTH 

EXCERPT12 CHAR 80 

EXCERPT13 CHAR 80 

EXCERPT14 CHAR 80 

EXCERPT15 CHAR 80 

EXCERPT16 CHAR 80 

EXCERPT17 CHAR 80 

EXCERPT18 CHAR 80 

EXCERPT19 CHAR 80 

EXCERPT20 CHAR 80 

CLASS CHAR 30 

PAGE CHAR 6 

CNAME COLTYP WIDTH 

••• 一'"'"' "' ■ " ■lー・"'' "■ '""一• 一.,. ., .. , ■ " 

ARTICLE CHAR 12 

THANKSl CHAR 80 

THANKS2 CHAR 80 

THANKS3 CHAR 80 

THANKS4 CHAR 80 

THANKS5 CHAR 80 

THANKS6 CHAR 80 

THANKS7 CHAR 80 

THANKS8 CHAR 80 

THANKS9 CHAR 80 

THANKS10 CHAR 80 



CN叫 E COLTYP 

THANKSl 1 

THANKS12 

THANKS13 

THANKS14 

CHAR 

CHAR 

CHAR 

CHAR 

WIDTH 

80 

80 

80 

30 

103 records se 1ected. 

SOL> change /JOUHOU/MODELINFO/ 

2* where. tname='MODEL_INFO' 

SOL> run 

1 se'Leet cname, coしtype.widthfrom coしumns

2* where tname='MODELINFO' 

CNAME COLTYP WIDTH 

FILENAME CHAR 12 

LEFTTOPぷ NUMBER 10 

LEFTTOP_Y NUMBER 10 

RIGHTBOTTOM.J< NUMBER 10 

RIGHTBOTT四 Y NUMBER 10 

NODE-LEVEL NUMBER 10 

NODE_NO NUMBER 10 

PNOOE_LEVEL NUMBER 10 

PNODEぶ 0 NUMBER 10 

BLOCKぶ AME CHAR 16 

MOJLSIZE NUMBER 10 

CNAME COLTYP WIDTH 

GYO_PITCH NUMBER 10 

12 records se1.ected. 

SOL> change /MODELINFO/MODELJ¥TT/ 

2* where tname='MODEL_ATT' 

SOL> run 

1 se'¥.ect cname,col.type,width from col.umns 

2* where tname='MODELJ¥TT' 

CNAME COLTYP WIDTH 

FILEN叫 E

NODE-LEVEL 

NODEぶ 0

ATTRIBUTE_NO 

CHAR 

NUMBER 

NUMBER 

NUMBER 

2
 0
 0
 0
 

1

1

1

1

 

SOL> change /MODELATT/IJOU_DATA/ 

2* where tname='IJOU_DATA' 

SOL> run 

1 seしectcname, col.type, width from coしumns

2* where tname='IJOU_DATA' 

',‘. 

CN叫 E

F!LEN叫 E

COLTYP 

CHAR 

WIDTH 

12 

SQL> change /IJOU_DATA/GYO_INFO/ 

2* where tname='GYO_!NFO' 

SOL> run 

1 seしectcname,coltype,width from coしumns

2* where tname='GYO_INFO' 

CN叫 E COLTYP WIDTH 



_1.i ・r、

FILENMJ,,E CHAR 

REC」¥10 NUMBER 

LEFTTQP_)( NUMBER 

LEFTTOP_Y NUMBER 

RIGHTBOTTOM_X NUMBER 

RIGHTBOTTOM._Y NUMBER 

MOJLSIZE NUMBER 

BASE_LINE NUMBER 

PNODE_LEVEL NUMBER 

PNODE_NO NUMBER 

DNOOE_NO NUMBER 

CN/>ME COLTYP 

MOJLRETSU CHAR 

12 records se 1.ected. 

SOL> change /GYO_INFO/COMPONENT/ 

2* where tname='COMPONENT' 

SOL> run 

12 

10 

10 

10 

10 

10 

10 

10 

10 

10 

10 

WIDTH 

200 

1 sel.ect cname,col.type,width from col.umns 

2* where tname='COMPONENT' 

CN叫 E COLTYP 

FILENAME CHAR 

RECぶ 0 NUMBER 

LEFTTOP_)( NUMBER 

LEFTTOP_Y NUMBER 

RIGHTBOT「QM_)( NUMBER 

RIGHTBOTT™-Y NUMBER 

6 records se 1.ected. 

SQL> change /COMPONENT/DANGUMLINFO/ 

2* where tname='DANGUMLINFO' 

SOL> run 

WIDTH 

12 

10 

10 

10 

10 

10 

1 sel.ect cname,co'¥.type,width from col.umns 

2* where tname='DANGUMLINFO' 

CNAME COLTYP 

FILENAME CHAR 

DNODE」〖〇 NUMBER 

LEFTTOPぷ NUMBER 

LEFTTOP_Y NUMBER 

RIGHTBOTTOM.J< NUMBER 

R IGHTBOTTOM_ Y NUMBER 

6 records seしected.

SOL> change /DANGUMLINFO/EVALTABLE/ 

2* where tname='EVALTABLE' 

SOL> run 

WIDTH 

12 

10 

10 

10 

10 

10 

1 sel.ect cname, col.type, width from coしumns

2* where tname='EVAL_TABLE' 

CNAME COLTYP WIDTH 
__ .,,, ___ --"'・-----

FILEN叫 E CHAR 12 

DNODE...NO NUMBER 10 

RECJJO NUMBER 10 

MOJLSIZE_SA NUMBER 10 

GYO_KAN_Hi NUMBER 10 

.. 
ヽ



GYQ_JOUGE 

BASE_LINE 

BLOCK..NO 

NUMBER 

NUMBER 

NUMBER 

10 

10 

10 

8 records sel.ected. 

" 
鴫

／
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